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1. 序論 

複雑、膨大な量の計算には並列計算が用いられる。し

かし並列計算機は高価であり計算機自体の性能拡張も容

易ではないため、決して利用しやすいものではない。 

そこで、ネットワークで接続された計算機の集合を仮

想の並列計算機として用いるクラスタ処理が費用、機能拡

張性といった点で優れており、最小のコストで大規模な問

題を解くことができるため、現在並列計算の主流となって

いる。クラスタは、複数の計算機とそれを結ぶネットワー

クから成り、各計算機はネットワークを通じて互いに通信

しながら並列に処理を行う。クラスタ処理のためのソフト

として PVM (Parallel Virtual Machine)[1]、MPI (Message- 

Passing Interface)[2]等がある。 

PVM はクラスタ処理を行うための実装パッケージであ

り、計算機の集合を単一の大規模並列計算機として用いる

ことができる。また、MPI は計算機間のインタフェースを

規定しており、この規定に従うことにより計算機間の協調

が可能となる。 

PVM は異機種の計算機間の通信を前提としているため、

PVMを実装する計算機の機種やOSを統一する必要は無い。

この天は PVM を使う利点の一つである。MPI では異機種間

での通信は仮定されていないため、場合によっては機種、

OS を統一する必要がある。 

本研究では、PVM を Windows 上に実装にするに当たり、

その方法と実装中および使用中に起こり得る問題点につ

いて調査および考察を行う。 

2. 研究内容 

 PVM の構築を行うためには、まず PVM のソースファイル

が必要となる。PVM はフリーソフトであり、現在、

http://www.netlib.org/pvm3/ 等、様々なサイトから UNIX、

あるいはWindows用のPVMのソースファイルをダウンロー

ド可能である。PVM はデーモンとライブラリから成ってお

り、PVM を構築する全ての計算機上でデーモンを作る必要

があるため、それを構築する全ての計算機にソフトをダウ

ンロードする必要がある。ダウンロードし、コンパイルし

た後、PVM を実行させるために環境設定、主に環境変数の

設定とパスの指定が必要となる。このとき、計算機の機種、

OS が異なれば環境設定も異なるため、個々の計算機ごと

にその環境に応じた値に設定する必要がある。 

PVM 上でのプログラミングは、現在、C, C++, FORTRUN, 

JAVA といった言語で可能である。これらの言語中で、計

算機間でのメッセージ通信を行う命令を記述することに

より並列計算が可能となる。 

3. 結果・考察 

PVM はそれを構築する各計算機がデーモンを作り

TCP/IP 通信を行う。このため比較的大きな帯域幅のネッ

トワークが必要とされる。 

ネットワークの帯域幅が小さい場合、通信に大きな時

間が掛かり、結果として計算機 1台よりもかえって多くの

時間が掛かる可能性もある。従って、PVM の利用には充分

な帯域幅を持つネットワークを準備せねばならない。 

並列処理を行うためには並列アルゴリズムが必要であ

る。PVM は分散メモリ型の並列計算機であるため、PRAM 

(Parallel Random Access Machine)[3]の並列アルゴリズム

を PVM 上で実行させた場合、効率良く実行とは限らない。

従って PVM を使用する場合は、BSP (Bulk-Synchronous 

Parallel Machine)[4] モ デ ル や CGM (Coarse Grained 

Multi-Computer)[5]モデルといった PVM に適応したモデル

上で並列アルゴリズムを設計する必要がある。 

4. 結論 

本研究では、PVM を Windows 上に実装するに当たり、そ

の方法と実装中および使用中に起こる得る問題点につい

て調査および考察を行った。今後の課題としては、起こり

得る種々のエラーに対し、それらの原因と対処法を機種、

OS 別に分かり易く文章化することが考えられる。 
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